
今こそ

明日の自由を守る若手弁護士の会

小谷 成美

第２回

憲法前文について

〈はんどう　たいき〉

　ひろしま市民法律事務所・

弁護士（広島弁護士会）。1975

年生まれ。著書に『檻の中の

ライオン　憲法がわかる46の

おはなし』『けんぽう絵本　お

りとライオン』『檻を壊すライ

オン　時事問題で学ぶ憲法』『けんぽう紙芝居　檻

の中のライオン』（いずれも、かもがわ出版）。中学

校公民資料集に『檻の中のライオン』の抜粋が大き

く掲載されている。檻の中のライオン講演は全国46

都道府県で530回以上。YouTube「檻の中のライオ

ンちゃんねる」で講演動画を公開中。

　
日
本
国
憲
法
前
文
の
と
ら
え

方
に
つ
い
て
は
、
憲
法
を
専
門

的
に
学
ん
だ
人
と
、
そ
う
で
な

い
人
と
の
間
で
、
大
き
な
乖
離

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
前

文
に
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
、

教
科
書
的
知
識
を
整
理
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
₁
ま
ず

【
憲
法
の
基
本
原

理
】
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と

を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定

す
る
」
「
そ
の
権
力
は
国
民
の

代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
」
➡

国
民
主
権
・
代
表
民
主
制
（
図

１
）

　
「
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を

確
保
し
」
➡
人
権
尊
重
（
図
２
）

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び

戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な

い
や
う
」
「
日
本
国
民
は
、
恒

久
の
平
和
を
念
願
し
…
…
平
和

を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信

義
に
信
頼
し
て
…
…
」
➡
平
和

主
義
（
図
３
）

 

₂
【
憲
法
改
正
の
限
界
】

　
三
原
則
に
つ
づ
い
て
、
「
わ

れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切

の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排

除
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

部
分
は
、
憲
法
の
基
本
原
理
は

日本国憲法

前文

　日本国民は、 正当に選挙された国会における代表者を通じ

て行動し、 われらとわれらの子孫のために、 諸国民との協和

による成果と、 わが国全土にわたつて自由のもたらす恵沢を

確保し、 政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起ることのな

いやうにすることを決意し、 ここに主権が国民に存することを宣

言し、 この憲法を確定する。 そもそも国政は、 国民の厳粛な

信託によるものであつて、 その権威は国民に由来し、 その権

力は国民の代表者がこれを行使し、 その福利は国民がこれを

享受する。 これは人類普遍の原理であり、 この憲法は、 かか

る原理に基くものである。 われらは、 これに反する一切の憲法、

法令及び詔勅を排除する。

　日本国民は、 恒久の平和を念願し、 人間相互の関係を支

配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、 平和を愛する

諸国民の公正と信義に信頼して、 われらの安全と生存を保持

しようと決意した。 われらは、 平和を維持し、 専制と隷従、 圧

迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会に

おいて、 名誉ある地位を占めたいと思ふ。 われらは、 全世界

の国民が、 ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、 平和のうちに生存

する権利を有することを確認する。

　われらは、 いづれの国家も、 自国のことのみに専念して他

国を無視してはならないのであつて、 政治道徳の法則は、 普

遍的なものであり、 この法則に従ふことは、 自国の主権を維持

し、他国と対等関係に立たうとする各国の責務であると信ずる。

　日本国民は、 国家の名誉にかけ、 全力をあげてこの崇高

な理想と目的を達成することを誓ふ。

憲
法
改
正
手
続
（
96
条
）
に
よ

っ
て
も
侵
し
え
な
い
こ
と
を
表

し
て
い
る
と
い
う
解
釈
が
有
力

で
す
（
詳
し
く
は
拙
著
『
檻
を

壊
す
ラ
イ
オ
ン 

時
事
問
題
で

学
ぶ
憲
法
Ｐ
２
２
１
』）。

　
₃
【
平
和
的
生
存
権
】

「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民

が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か

ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に
生

存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

が
、
こ
の
「
平
和
的
生
存
権
」

の
侵
害
を
根
拠
に
訴
訟
で
争
う

こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の

が
最
高
裁
判
例
で
す
。

　
前
文
は
抽
象
的
な
理
念
に
と

ど
ま
る
の
で
、
前
文
を
根
拠
と

し
て
裁
判
所
に
救
済
を
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
（
前
文
に
裁

判
規
範
性
は
な
い
）
と
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
お
お
ま
か
に
以
上
の
３
点
で

す
。
い
ず
れ
も
抽
象
的
な
理
念

に
と
ど
ま
る
た
め
、
司
法
試
験

な
ど
で
は
重
要
性
は
低
く
、
あ

ま
り
出
題
さ
れ
ま
せ
ん
。
法
学

部
生
や
司
法
試
験
受
験
生
は
前

文
の
長
い
文
章
を
読
み
込
ん
だ

り
暗
記
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

　
憲
法
の
基
本
原
理
は
、
各
条

文
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
国

民
主
権
は
第
１
条
、
平
和
主
義

は
９
条
、
基
本
的
人
権
は
第
３

章
に
詳
細
に
書
か
れ
、
代
表
民

主
制
に
つ
い
て
も
選
挙
に
関
す

る
規
定
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
規
定
を
使
え
ば
足
り
、
前
文

を
参
照
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
小
中
学
校
で
憲

法
前
文
を
暗
唱
し
た
、
と
い
う

方
が
よ
く
お
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
重
要
な
こ
と

は
、
憲
法
は
何
の
た
め
に
あ
る

の
か
、
な
ぜ
憲
法
を
学
ぶ
の

か
、
基
本
原
理
は
ど
う
い
う
意

味
か
、
理
解
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
と

し
て
政
治
と
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
考
え

方
や
行
動
の
指
針
を
示
す
教
育

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
暗
唱
し
よ
う
」
で
は
、
教
え

る
側
に
知
識
も
技
術
も
要
ら

ず
、
教
わ
る
側
も
頭
を
使
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

教
員
採
用
試
験
に
お
い
て
も
条

文
の
穴
埋
め
問
題
が
多
く
、
単

な
る
暗
記
で
点
が
取
れ
る
形
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
文
は
「
す
ば
ら
し
い
」
と

主
張
す
る
人
と
「
み
っ
と
も
な

い
、
い
じ
ま
し
い
（
安
倍
晋
三

氏
）
」
と
主
張
す
る
人
が
い
が

み
合
う
材
料
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？

抽
象
的
な
理
念
で
す

か
ら
、
そ
ん
な
こ
と
で
け
ん
か

を
し
て
も
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
が
憲
法
を
学
ぶ
こ
と

が
、
嚙
み
合
っ
た
憲
法
論
議
の

出
発
点
で
す
。

図
１ �

檻
（
憲
法
）
を
作
る
の
は
私
た
ち

図
２
　
ラ
イ
オ
ン
（
権
力
）
を
檻
で

縛
る
こ
と
で
自
由
に
暮
ら
せ
る

図
３
　
軍
事
力
も
檻
で
縛
る

※図１～３は著書『檻の中のライオン』より

楾　大樹

寺谷一紀の「まいど！ まいど！」の新コーナー
ひとりで

悩んでいませんか？

医療や介護のこと。

毎週金曜日　　ＡＭ７：３０から５分間放送毎週金曜日　　ＡＭ７：３０から５分間放送 ＯＮ ＡＩＲ

大阪府

保険医協会

がお届けする

放送内容に関する放送内容に関する
ご意見を受付中ご意見を受付中
保険医協会または保険医協会または
ラジオ関西までラジオ関西まで

（５） （毎月5、15、25日発行） （1963年７月９日第三種郵便物認可）大 阪 保 険 医 新 聞 第2066号２０２２年２月１５日


